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場
及
び
金
融
産
業
の
活
性
化
等
の
た
め

の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
に
は
、「
国

民
が
資
産
を
安
心
し
て
有
効
に
活
用
で

き
る
環
境
整
備
」
の
一
環
と
し
て
、

「
投
資
信
託
・
投
資
法
人
法
制
の
見
直

し
の
検
討
」
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
を
受
け
て
金
融
審
議
会
は

「
投
資
信
託
・
投
資
法
人
法
制
の
見
直

し
に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」

を
設
置
し
、
平
成
24
年
12
月
12
日
に

「
最
終
報
告
」
を
公
表
し
ま
し
た
。

　

従
来
の
投
資
信
託
に
は
、
書
面
決
議

等
の
規
制
（
投
資
信
託
の
重
大
な
内
容

の
変
更
に
つ
い
て
、
全
投
資
家
の
決
議

を
と
る
規
制
）
に
よ
り
、
柔
軟
か
つ
機

動
的
な
意
思
決
定
が
阻
害
さ
れ
る
と
い

う
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。
一
方
で
投
資

家
に
十
分
な
情
報
提
供
が
な
さ
れ
て
い

な
い
、
投
資
家
に
過
大
な
リ
ス
ク
の
あ

説
明
の
充
実
」「
㋓
販
売
・
勧
誘
時
に

お
け
る
リ
ス
ク
等
に
つ
い
て
の
情
報
提

供
の
充
実
」
を
実
現
さ
せ
る
た
め
、
今

回
、
交
付
目
論
見
書
は
主
に
次
の
３
つ

の
点
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
こ
の

改
正
は
平
成
26
年
12
月
１
日
以
降
、
新

た
に
有
価
証
券
届
出
書
を
提
出
す
る
も

の
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

①
６
資
産
程
度
の
代
表
的
な
資
産
ク
ラ

ス
と
の
騰
落
率
の
比
較
図

　

交
付
目
論
見
書
に
お
い
て
は
新
た
に

リ
ス
ク
に
関
す
る
参
考
情
報
と
し
て
、

過
去
５
年
分
の
デ
ー
タ
か
ら
投
資
信
託

と
６
資
産
程
度
の
代
表
的
な
資
産
ク
ラ

ス
と
の
騰
落
率
の
比
較
図
を
開
示
す
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
記
載
の
方
法

は
投
資
信
託
に
よ
っ
て
異
な
る
可
能
性

は
あ
り
ま
す
が
、
投
資
信
託
協
会
の
自

　

金
融
庁
が
平
成
22
年
12
月
24

日
に
公
表
し
た
「
金
融
資
本
市

　

Ｑ
１
に
お
け
る
「
㋒
販
売
手

数
料
・
信
託
報
酬
等
に
関
す
る

る
商
品
が
販
売
さ
れ
る
な
ど
の
懸
念
が

あ
り
ま
し
た
。

　

こ
う
い
っ
た
問
題
に
対
応
す
る
た

め
、「
最
終
報
告
」
で
提
言
さ
れ
た
内

容
に
対
応
す
る
形
で
今
回
の
投
信
法
等

の
改
正
は
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
内
容
で
す
が
、
ま
ず
主
に
運
用

会
社
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
も
の
と

し
て
、
①
受
益
者
書
面
決
議
制
度
の
見

直
し
、
②
運
用
財
産
相
互
間
取
引
の
容

認
範
囲
の
明
確
化
、
③
金
銭
設
定
・
金

銭
償
還
の
例
外
範
囲
の
拡
大
、
④
そ
の

他
（
価
格
調
査
の
範
囲
、
利
益
相
反
取

引
の
報
告
、
Ｍ
Ｒ
Ｆ
等
へ
の
損
失
補
て

ん
の
容
認
）

│
と
い
っ
た
改
正
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

当
局
も
情
報
提
供
態
勢
を
監
視

●
　

一
方
、
販
売
を
行
う
行
職
員
に
と
っ

て
も
重
要
な
改
正
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
㋐
運
用
報
告
書

主
規
制
で
は
図
表
１
が
記
載
例
と
し
て

提
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

年
間
騰
落
率
等
も
図
で
例
示

●②
フ
ァ
ン
ド
の
年
間
騰
落
率
と
分
配
金

再
投
資
基
準
価
額
の
推
移

　

上
記
の
自
主
規
制
で
は
、
新
た
に
投

資
信
託
の
年
間
騰
落
率
お
よ
び
分
配
金

再
投
資
基
準
価
額
（
分
配
金
を
再
投
資

し
た
と
仮
定
し
て
計
算
さ
れ
た
基
準
価

額
）
の
推
移
に
つ
い
て
、
原
則
と
し
て

図
表
１
の
騰
落
率
の
比
較
図
の
横
に
並

べ
て
開
示
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
自
主
規
制
で
は
記
載
例
と
し
て
図

表
２
の
よ
う
に
提
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
図
も
過
去
５
年
分
の
デ
ー
タ
か

ら
作
成
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り

運
用
期
間
が
５
年
間
に
満
た
な
い
よ
う

な
場
合
に
は
、
原
則
と
し
て
図
表
２
の

よ
う
に
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
の
騰
落
率
を
記

載
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

③
手
数
料
等
を
対
価
と
す
る
役
務
の
内

容
の
開
示

　

投
資
信
託
の
費
用
の
明
細
に
つ
い

て
、
当
該
費
用
に
つ
い
て
の
説
明
を
費

用
と
対
比
で
き
る
よ
う
表
内
に
記
載
す

る
と
と
も
に
、
当
該
費
用
を
対
価
と
す

る
役
務
の
内
容
を
記
載
す
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

の
改
善
等
、
㋑
ト
ー
タ
ル
リ
タ
ー
ン
通

知
制
度
の
導
入
、
㋒
販
売
手
数
料
・
信

託
報
酬
等
に
関
す
る
説
明
の
充
実
、
㋓

販
売
・
勧
誘
時
に
お
け
る
リ
ス
ク
等
に

つ
い
て
の
情
報
提
供
の
充
実
、
㋔
運
用

財
産
の
内
容
に
つ
い
て
の
制
限

│
な

ど
の
改
正
が
あ
り
ま
す
。
投
資
信
託
を

販
売
す
る
う
え
で
、
こ
れ
ら
は
押
さ
え

て
お
く
べ
き
改
正
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
投
資
家
へ
の
十
分
な
情
報
提

供
を
行
っ
て
い
る
か
と
い
う
観
点
は
、

「
金
融
商
品
取
引
業
者
等
向
け
の
総
合

的
な
監
督
指
針
」
の
改
正
案
（
8
月
27

日
現
在
）
の
中
で
も
繰
り
返
し
述
べ
ら

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
当
局
か
ら

の
監
督
も
厳
し
い
も
の
に
な
る
と
思
わ

れ
ま
す
。

図表１　代表的な資産クラスとの比較図例

図表２　年間騰落率と分配金再投資基準価額の推移例
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改正投信法の内容編

交付目論見書には「６資産・
程度の代表的な資産クラス
との騰落率の比較図」など
の記載が必要となる
ファンドの年間騰落率や手・
数料の開示方法も一部変更

投資家に十分な情報提供が・
なされていない等の問題が
あり、今般、改正を実施
改正により運用報告書の改・
善やトータルリターン通知
制度が導入されることに

交
付
目
論
見
書
の
記
載
内
容
が

変
わ
る
と
聞
い
た
け
ど

具
体
的
に
ど
う
な
る
の
？

Q 2

Q 1
な
ぜ
投
信
法
が

改
正
さ
れ
た
の
？

ど
の
改
正
が
重
要
？

A

A

PART2

　まずは改正投信法のポイント、および改正によりどの
ように実務が変わるのか等をＱ＆Ａで見ていきます。

A&Q  改正投信法の
ポイントを押さえよう！


